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要 旨
インドネシアは世界最大のイスラム大国である。しかしインドネシアへの派遣前研修は業務引継研






キーワー ド インドネシア,異文化理解,イ スラム文化,赴 任前研修,現 地研鑚
この分野の関連論文としては世界各国のIB





























活動(4分 野 ・20項目)に対する,い わば駐在
員自身の通知簿的な計量的評価である。各分野
を5段階(4～0点)評 価 し,この20項目の トー




化研修 ・研鑽20項目の計量 的評価 の合計点 を表
示 した。 その結果,駐 在期間2年 以下 では48.9
2点であ るが,同7～8年 では50.80点に,同11
年以上 で は59.33点と,駐 在年 数 が延 びる に し








































































































駐在員が体験 した仕事 ・業務上の異文化 トラ
ブルは1人 当た り平均2.3件,私的面 の同 トラ
ブルは1.7件と前者が35%も多い。仕事 ・業務
上の トラブル問題 としては,物 の考え方,約 束










も の の 考 え 方 78件(26%) 29件(14%)
言 葉 45件(15%) 37件(18%)
労 働 倫 理 29件(10%) 19件(9%)
金 銭 貸 借 24件(8%) 32件(15%)
小 計 176件(58%) 117件(57%)
そ の 他 126件(42%) 90件(43%)
1人当たりの件数 2.3件/人 1.7件/人


























































































































































べる。ザカー ト(zakat)は喜捨 と訳 されるこ
と多い。喜捨は仏教用語であろう。広辞苑(第
三版)に よれば,「喜んで寺社に寄進 し,また

































































































た後,日 没まで一切の食事を取 らず,水 も飲ま





















































































































































日 本 イ ン ド ネ シ ア
小さな島国でまとまりのある国 世界最大の島嶼国家=ま とまりが課題
国 同質性が高く単一言語的国家 多部族 ・多言語 ・多様性国家
外交の下手な経済大国 外交の上手い資源大国
情 四季がある工業国 乾季と雨季(平 均気温28度)の農業国
稲作は一期作 ・田植に時期制約 稲作は多期作 ・田植は年中可能
神仏習合の多神系的社会 国民の87%がイスラム信佛 ・重層信仰古ホ イスラム信仰者は極めて少ない 世界の四大宗教が存在
勤勉であるが信仰心が乏 しい 勤労より信仰,信 仰と生活が一体化
教 喜捨の精神が希薄 ザカー ト(喜捨)は イスラムの義務
金品貸借のモラルが厳 しい 金品貸借は相互扶助精神の発露
国民の80%が中流意識をもつ 所得格差が大きい
経 物造 りがうまく標準化が徹底 模倣がうまいが標準化は苦手
中堅企業が発達,産業構造は概ね三角型 華人系が経済(流通)を支配,大企業と圧倒的多数
の零細企業(99.3%)に二分化
済 期限 ・納期 ・品質の遵守観念が強い 期限 ・納期 ・品質の遵守観念はおおらか







文 意思決定はボトムアップ型に近い 意思決定は トップダウン型
儀式運営は生真面目 儀式運営はおおらかで明るい
化 縦文字文化で英語は下手 インドネシア語は英語よりやさしい

















ドネシア文化(社 会)と 日本文化(社 会)の 異


































イ ンドネシア(人 ・文化 ・社会)を語ること































































はな い。 しか しそれよ り積極的 に自他 の文化 の
違 いを発 見 し,そ の違 いを楽 しむ とい うゆ とり
を持つ ことがよ り大切 だ と思 う。違 うこ とはよ
い ことであ る。何 もか も分 か って しま った ら,
この世 はつ ま らな い」(『イス ラー ム の 日常世
界』)。つまり自国の歴史や伝統を知 ることによっ
て,自 文化 と異文化 の異 同を知 ること,あ るい
は逆 に異文化 を通 じて 自文化 を知 るこ とを通 じ
て,ア イデ ンテイーを確立す るこ とによ って,
異文化 に対 して柔軟 に対応 ・吸収 できる こと,
それは必 ず しも相手文化 に対 して排他 的にはな
らない との指摘 であろ う。 ヒ ト,モ ノ,カ ネ,
情報 の国際交流 時代 においては,異 文化理解 は
今 後加速度 的に重要性 を増す。異文化理 解 とは
この ように文化 の違 いを学 び,共 存へ の道を探
ることであろ う。 この産 ・学 の二人 の大 先達 の






























学 』(誠 信 書 房)
12)濱口恵 俊 「パ ー ソ ナ リテ ィの 基 礎 理 論 」(『社
会 学 概論 』1988:有斐 閣大 学 双 書)
13)ジェ トロ ・ジ ャ カル タセ ンタ ー1996『イ ン ド
ネ シア ・ビ ジネ ス ガ イ ド』(JETRO)
14)大槻 重 之1991『 イ ン ドネ シ ア百 科 』(関 西 電
力燃 料部)
15)大槻 重 之 ホ ー ム ペ ー ジ 「イ ン ドネ シ ア専 科 」
(http://www.jttk.zaq.ne.jp/bachw308)
16)小牧 利 寿2004『ゴ ム時 間共 和 国 イ ン ドネ シア』
(日本 経 済 新 聞)
17)中原 洋2005『腐敗と寛容インドネシア ・ビ
ジネス』(東洋経済)
18)スハル ト大統領 「私の履歴書」(日経新聞:19
98/1/1^1/31)
19)「カルロス ・ゴーン ・安部晋一新春対談」(産
経新聞:2006/1/2)
20)北端辰昭他共編1996『インドネシア ・ハ ンド
ブック』(ジャカルタ・ジャパンクラブ)
21)北端辰昭 「異文化接触研究～インドネシアに
おける駐在体験と調査結果に基づいて」(その1)
『仏教大学紀要』
「異文化接触研究～インドネシアにおける駐在体験 と調査結果に基づいて」(その2)49
